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岩津

流域の概要

○矢作川は、愛知・岐阜県境の山間部を貫流、平野部で巴川、乙川を合流し、その後矢作古川を分派して

三河湾に注ぐ、幹川流路延長約118km、流域面積約1,830km2の河川です。

【矢作川流域の諸元】

流域面積 ：1,830㎢

幹川流路延長 ：118km

流域内人口 ：約76万人

流域内市町村 ：8市2町2村

（豊田市、岡崎市、安城市、西尾市、

碧南市、新城市、瑞浪市、恵那市、

幸田町、設楽町、根羽村、平谷村）

三河湾

伊勢湾

矢作川

矢作古川

矢作川流域

上村川と水源の山々

豊田市街地周辺

矢作川河口部

ともえがわ おとがわ やはぎふるかわ

矢作ダム

【出典：（流域内人口）平成27年度国勢調査】
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１．矢作川の概要
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矢作ダム諸元

ダム地点：愛知県豊田市閑羅瀬町(左岸)
岐阜県恵那市串原(右岸)

管理開始：１９７１年(昭和４６年）

型 式：アーチ式コンクリートダム
堤 高：１００ｍ
堤 頂 長 ：３２３．１ｍ
流域面積：５０４．５ｋｍ2
湛水面積：２．７ｋｍ2
総貯水容量 ：８，０００万ｍ3（ナゴヤドーム64杯）

目 的：・洪水調節
・流水の正常な機能の維持
・かんがい用水の補給
・上水道用水の補給
・工業用水の補給
・発電

２．矢作ダムの概要 （矢作ダムの諸元）

矢作ダム管理所

巡視船（艇庫）

網場
選択取水設備

非常用洪水吐き
（クレストゲート）

４門(幅10.5m×高6.8m)

常用洪水吐き
（コンジットゲート）

３門(幅4.0m×高4.1m)



ダム標準断面図

ダム下流面図

ダム平面図
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２．矢作ダムの概要 （ダムの正面図・平面図・断面図）
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矢作ダムの管理体制

○矢作ダムは、ダムに隣接した管理所で管理しています。

・出水時や地震時には、夜間・休日・祝日を問わず、全職員が参集し対応。

・なお、管理所には、３６５日２４時間、緊急時に備え宿直員が常駐。

矢作ダムの１年

○矢作ダムは多目的ダムであるため、季節により運用を代えて管理しています。

・春先は、春～秋にかけて必要となる、かんがい用水などの補給に備え、貯留。

・梅雨頃～台風期にかけては、出水に備え、洪水調節容量を確保。

・秋～早春にかけては、貯水位を下げて、貯水池を管理（堆砂対策）。

洪水貯留準備水位（洪水期制限水位）EL292m

平常時最高水位・洪水時最高水位 EL298m

２．矢作ダムの概要 （ダムの管理体制とその１年）



貯水池容量配分図

発電取水口 標高 256.3m

計画堆砂高 標高 261m

岩盤高 標高 200m

【洪水期 6月1日～10月15日】 【非洪水期 10月16日～5月30日】

洪水貯留準備水位 標高 292m
平常時最高貯水位 標高 298m

堤頂
標高 300m

防災操作容量 1,500万m3

利水容量（洪水期）
5,000万m3

選
択
取
水
設
備

利水容量（非洪水期）
6,500万m3

有効貯水容量
6,500万m3

堆砂容量
1,500万m3

総貯水容量
8,000万m3

常用洪水吐き（コンジットゲート）

非常用洪水吐き
（クレストゲート）

洪水時最高水位 標高 298m

矢作ダム

流入量８００（ｍ3/ｓ）
①洪水前

②洪水中

③洪水後
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総貯水容量 ：8,000万ｍ3        
有効貯水容量 ：6,500万ｍ3
洪水調節容量（防災操作容量）：1,500万ｍ3 

(6/1～10/15)
利水容量
【洪水期】 ： 5,000万ｍ3 (6/1～10/15)
【非洪水期】 ： 6,500万ｍ3 (10/16～5/30)

２．矢作ダムの概要 （貯水池容量配分と洪水調節計画）

○矢作ダムでは、ダムへの流入量が８００ｍ3/ｓ
以上の洪水について、８００ｍ3/ｓを超えた分の
２／３を貯留し、下流被害の軽減を図ります。

○計画最大流入量２，３００ｍ3/ｓ時には１，０００
ｍ3/ｓをダムに貯留し、下流へは１，３００ｍ3/ｓを
放流する計画です。

○このために、貯水位ＥＬ２９２．０ｍ～ＥＬ２９８．０
ｍまでの容量１，５００万ｍ3を使用します。

矢作ダムの洪水調節計画

参考）貯水容量をナゴヤドーム（アリーナ）の大きさと比較すると
総貯水容量 ： 64杯分
有効貯水容量： 52杯分
洪水調節容量： 12杯分

参考）
流量を25mプールの量と比較すると

計画最大流入量 2,300m3/s ： 1秒間に6.4杯、1分間に383.3杯
計画最大放流量 1,300m3/s ： 3.6                    216.7



３．矢作ダムの洪水対応 （過去の洪水実績）
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台風第６号（８月）
台風第１０号（９月）

恵南豪雨（９月）

台風第１８号（９月）

14871445
1592

1404

1712

3218

流量(m3/s)

台風第２４号（１０月）

1520

ダム計画洪水流量 2300m3/ｓ

830

○矢作ダムが竣工した１９７１年（Ｓ４６）以降の４９年間で２７回の洪水（＝最大流入量が800m3/s以上の出水）
が発生しました。
○近年では、平成３０年９月３０日から１０月１日の台風２４号による出水で、最大流入量約１，５２０ｍ3/ｓを記
録（管理開始以降４番目の大きな洪水）しました。
○令和２年度は、６月３０日から７月２日の梅雨前線に伴う出水の最大流入量約８３０ｍ3/ｓが最大でした。



A＝約1.0ha

53.0kp

52
2kp

阿摺ダム

県
道

486号 A＝約0.2ha

【参考資料】 矢作ダムの洪水調節効果【速報版】 国 土 交 通 省
中 部 地 方 整 備 局

注）この資料は速報として取り急ぎまとめたもので、後日一部訂正や追加することがあります。

県道11号

○今回の出水で矢作ダムがなかった場合、阿摺ダム下流の矢作川54.2kp付近で越水し、左
岸側で約1.0ha、右岸側で約0.2haが浸水していたと想定されます。特に右岸側の県道11号
はこの地域の主要路線となっていますが、道路への浸水を防ぎ、通行止めは発生しませ
んでした。

あ ずり えっすい

浸水想定比較（ダム有り・無し）

H30出水
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○矢作ダムでは令和２年７月３日１７：３０からゲート放流を開始し、最大流入量は742.17m3/s（７月8日8時）
を記録しました。

○流域内降雨総量※は、260,726千ｍ３(参考：東海豪雨時 208,863千m3)を記録しました。
○矢作ダムでは、長期的に断続的な雨が降ったことにより、長期にわたり流入量が低下せず、制限水位を越
えないようにゲート操作を継続して実施しました。その結果、１回あたりゲート放流時間の最長記録を大幅
に更新する大雨となりました。（9日間→１７日間）

○平均ゲート操作期間１～２日間と比べると、長期的に断続的な雨が降ったことがわかります。

※流域内降雨総量＝流域平均総雨量×集水面積504.5㎞2

注）この資料は速報として取り急ぎまとめたもので、後日一部訂正や追加することがあります。

（管理開始以
降）

（東海豪雨）

１回あたりゲート放流日数

制限水位（２９２ｍ）

断続的に強い降雨があったため、
流入量が下がらず、
水位維持操作を継続

１７日

９日

３日

１．３日

ゲート操作終了目安（100m3/s未満）

３．矢作ダムの洪水対応 （昨年度の洪水対応）
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
令和２年度は、６月３０日から７月２日の梅雨前線に伴う出水の最大流入量約８２８ｍ3/ｓが最大でした。




○７月６日９：００から７月８日に予想された大雨に備えて、治水協定締結後、初めて事前放流を実施 しまし
た。（８３２千ｍ３確保）

○結果的には、大きな洪水とはならなかったが、下流の河川水位を上昇させないための容量として、事前放
流で確保した空き容量を有効活用し、阿摺ダム下流地点で約０．２ｍの低下効果がありました。

注）この資料は速報として取り急ぎまとめたもので、後日一部訂正や追加することがあります。

事前放流実施中
約３００m3/s放流
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阿摺ダム下流地点
（矢作川54.2kp）

３．矢作ダムの洪水対応 （事前放流の実施）
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洪水調節の仕組み（①洪水前） 矢作ダム管理所

■ダムより下流の河川で、被害が発生しない程度の小規模な時（雨の降り始めなど）に対し
ては、ダムに水を貯めることによる洪水調節は行わず、入ってきた水量をそのまま下流に
流す（自然河川状態）。

ダムへ入る量と同じ量
をダムから流す

ダムへ入る量

洪水は貯めずに、ダムへ入る量と
同じ量を下流へそのまま流す。

利水容量

洪水調節容量

①洪水前→入ってきた水量をそのまま下流に流す

10



洪水調節の仕組み（②洪水中） 矢作ダム管理所

■大雨が降り洪水になると、ダムへ入る量の一部を貯水池に貯め、ダムへ入る量より少ない
量を下流へ流す。

ダムへ入る量よ
り少ない量を流
す

洪水を貯めながら、下流へ水を流す。

利水容量

洪水調節容量

②洪水中→洪水を貯める

11



洪水調節の仕組み（③洪水後） 矢作ダム管理所

■大雨が止み、洪水が過ぎ去ると、ダムへ入る量も小さくなる。

■貯水池は、洪水を貯めた分だけ水が増えているため、次の洪水に備えて、下流の河川の
状況を見ながら、貯めた水を流して貯水池の容量を空ける。

ダムから流して
水位を下げる

ダムへ入る量

洪水後に、次の洪水に備え、容量を空けておく。

利水容量

洪水調節容量

③洪水後→次の洪水に備える

12



洪水調節（異常洪水時防災操作） 矢作ダム管理所

■異常な豪雨により、計画よりも大きい量の洪水がダム貯水池へ流れ込むことがある。

■ダムでも精一杯、洪水を貯めつつ下流へ流す操作を行うが、ダムに貯めることが出来る量
には限界がある。

■このような場合には、下流に流す量を徐々に増加させ、貯水池に入ってくる量と同じ量を
下流に流すよう（自然河川状態）にする。 決して、入ってくる量より多く放流はしない。

ダムへ入る量

自然河川状態（ダムに入る量＝ダムから流す量）でのダムの操作を維持

ダムへ入る量と同じ量
をダムから流す

利水容量

治水容量

計画規模を超える異常洪水への対応→異常洪水時防災操作（ただし書き操作）

洪水を貯めることができないため
溢れないように貯水位を維持。

13
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2,002mm（10か年平均値）
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780,106千m3（10か年平均値）

岩倉取水工
特定,上水,工水

枝下用水
不特定

矢作川水系用水区域図

明治用水頭首工
不特定,特定,上水,工水

４．矢作ダムの利水補給

※総補給量は農水・上水・工水のほかに発電を含む。
※矢作ダム流域平均雨量における年間降水量を示す。
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○矢作ダムによる利水補給量の実績は、年平均７８０，１０６千m3（平成20～29年）。
※ナゴヤドーム（アリーナ分）の約６２４杯分に相当。
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かんがい用水（不特定補給含む）（９市１町）

供給区域：岡崎市、碧南市、刈谷市、豊田市、

安城市、西尾市、知立市、高浜市、

みよし市、幸田町

供給面積：約8,700ha、最大取水量：約42m3/s

総補給量 ：年間273,673千m3（5ヶ年平均値）

出典：愛知県企業庁農林水産部農地計画課提供資料

※矢作ダム流域平均雨量における年間降水量を示す。
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４．矢作ダムの利水補給 （かんがい用水）



水道用水
（愛知県営水道用水供給事業西三河地域）
（７市１町）

供給区域：岡崎市、碧南市、豊田市、安城市、西
尾市、知立市、みよし市、幸田町

供給人口：約138.9万人、最大取水量： 4.43m3/s
補給量 ：年間97,692千m3（5ヶ年平均値）

出典：愛知県企業庁水道部提供資料
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４．矢作ダムの利水補給 （水道用水）



工業用水(西三河工業用水道事業、愛知用水工

業用水道事業)（１３市４町）

供給区域：名古屋市、東海市、大府市、知多市、岡
崎市、半田市、碧南市、刈谷市、豊田市、
安城市、西尾市、高浜市、みよし市、阿
久比町、東浦町、武豊町、幸田町、

供給先 ：衣浦臨海工業地帯、名古屋南部臨海工
業地域、西三河内陸部

最大取水量：6.69m3/s
補給量 ：年間128,951千m3（5ヶ年平均値）

出典：愛知県企業庁水道部提供資料
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４．矢作ダムの利水補給 （工業用水）



渇水年の取水制限日数と矢作ダム貯水状況

平成29年8月7 日9時 18

４．矢作ダムの利水補給 （過去の渇水状況）



○矢作ダムでは、利水補給等、ダムから下流へ流す水で発電を行っている矢作第一、第二発

電所を合わせて、最大出力９２，８００kWの発電を行っています。

○また、矢作ダムの貯水池（奥矢作湖）を下部貯水池とし、黒田ダムの貯水池を上部貯水池

として、この間の５．５ｋｍ、標高差約６００ｍを地下導水路で結び、奥矢作第一発電所、及び

第二発電所において、最大出力１１０．３万kWの揚水発電を行っています。

１位：木曽川（41箇所） 2,946,940ｋＷ
２位：矢作川（27箇所） 1,280,300kＷ
３位：大井川（13箇所） 610,990kＷ
４位：天竜川（31箇所） 351,790kＷ
５位：信濃川（45箇所） 98,990kＷ

（平成30年3月末現在）

矢作川水系は、中部電力(株)の
水力発電の内、約23%
その内、矢作ダムによる発電量

は1,195,800kＷで約93%

【揚水発電】

【揚水発電】

■発電（中部電力）

５．矢作ダムの発電
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○局舎のサイレン、テレ

メータ、光ケーブル等の、

保守・点検を実施。

放流警報局舎

○雨量計７箇所、水位計６

箇所の保守・点検を実施。

○放流設備（ゲート）を常に正

常な状態を保つように、保守・

点検を実施。

○経年劣化を監視するため、

巡視を実施。

「漏水量」、「揚圧力」、

「たわみ量（変形量）」を計測。
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６．矢作ダム施設と貯水池の維持管理 （巡視と保守・点検）

平常時の管理（毎月1回以上、巡視及び保守・点検を実施）

③水文観測施設②ゲート①堤体

④電気通信設備 ⑤貯水池周辺の巡視

○貯水池周辺の異常（法面の崩落、

水質異常、油・薬品の流出、ゴミの

不法投棄等）の発見と対応のため、

巡視を実施。



選択取水設備

冷濁水対策
• 冷濁水対策として選択取水設備をダム堤体に、濁水対策として濁水対策フェンス

を貯水池の２か所に設置しています。

６．矢作ダム施設と貯水池の維持管理 （冷濁水対策）
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大きな出水の場合、下段から早期
に濁水を流して清水層の確保を図
ります。

出水後は、下流の影響を考えて上層
の清水を取水するため、下段取水か
ら上段取水に切り替えます。

流水が清水化した時点で「濁水対策
フェンス」を沈め、「濁水対策フェ
ンス」内の上層に清水を補給します。

濁水対策フェンスと選択取水設備の運用

選択取水設備

濁水対策フェンス
（一般部） 濁水対策フェンス

（一般部）

濁水対策フェンス（浮沈部）



○台風や前線などによる大雨により、ダム上流や周

辺の山の樹木や塵芥（ゴミ）などが、ダム湖内へ流れ

込んできます。

この流木やゴミを放置しておくと、放流設備の故障

や水質悪化に繋がるため、定期的に回収しています。

（H2１～H30の近年１０カ年平均２３１ｍ３／年）

【参考】H12恵南（東海）豪雨では約３５，０００ｍ３の

流木が流入しました。

○矢作ダム貯水池の土砂堆積は、平成１２年の恵南

豪雨（東海豪雨）などに伴い進み、平成３０年度末で

約１，５０４万ｍ3となり、計画堆砂量（１，５００万ｍ3）

の約１００％となっています。

このため、貯水池の掘削など、堆砂対策を実施して

います。

【参考】H12恵南（東海）豪雨では約２８０万ｍ３の土

砂が堆積しました。

流木・塵芥処理

堆砂対策
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６．矢作ダム施設と貯水池の維持管理 （塵芥処理と堆砂対策）
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７．恒久的な堆砂対策の検討

○ダムの堆砂対策工法には、さまざまな方法がありますが、工法の信頼性や経済性等により

土砂バイパストンネル案を主たる工法とする案が有利と考え、検討を進めています。

矢作ダムにおける土砂バイパストンネル工法案のイメージ図

※今後の検討により、
変更する場合があります。



８．ダムと地域の関わり （ホームページとTwitter）
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矢作ダムからの情報発信

矢作ダムTwitter

矢作ダムのホームページにお
いて、ダム運用状況に関する
情報をリアルタイムで発信
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○ダムカードは、ダムの形式や貯水池の容量など基本的な情報から、ダムのこだわり技術など
各ダムの情報が凝縮されたカードで、ダムを訪問した方のみに配布しています。

表面

裏面

基本的な諸元、
エピソード等
ダムの情報を
凝縮 統一デザイン（公式）ダムカード数の推移（H29.10.1時点）

649

８．ダムと地域の関わり （ダムカード）

ダムカード（ダム管理者が実施）
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８．ダムと地域の関わり （矢作ダムを活用した観光振興 その１）

【日本酒貯蔵・熟成】
豊田市内の４酒造業者が、矢作ダムの堤体内で
日本酒を貯蔵・熟成

「矢作ダム貯蔵酒 山清水秀～さんせいすいしゅう
～」と銘打って、お披露目会を実施し、販売初日に
即日完売

今年度は貯蔵数を増やし、引き続き実施予定

【観光ツアー】
「ダム見学」を取り組んだ観光ツアーを旅行会
社等が企画し商品化

今年度も引き続き、旅行会社と連携をしながら、
観光ツアーの受入を予定

※昨年度は新型コロナ感染症拡大防止の為、やむなく観光
ツアーの受入を中止
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８．ダムと地域の関わり （矢作ダムを活用した観光振興 その２）
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【奥矢作森林フェスティバル】
矢作水源フォレストランド協議会※は、矢作川流域地域の交
流・水源地域の活性化を図るために、奥矢作森林フェステイバ
ルを毎年開催
※３県４自治体（６地区、愛知県豊田市旭地区・稲武地区、岐阜
県恵那市串原・上矢作町、長野県根羽村・平谷村）で構成

【ダムカレー】
現在、豊田市内の２箇所で提供中
・カントリーレストラン渓流荘
・旭高原元気村「げんき亭」

中山太鼓（岐阜県重要無形民俗文化財）を披露 ダム湖の流木を使った炭焼き

ダム湖を利用したカヌー体験観光バスを利用してダム見学ツアーを実施



８．ダムと地域の関わり （地域と協同した防災イベントの開催）

防災イベントの開催
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８．ダムと地域の関わり （地域と協同した防災イベントの開催）

防災イベントの開催
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令和２年７月９日 最大放流量５００m3/s
国土交通省 中部地方整備局 矢作ダム管理所

〒４４４－２８４１ 愛知県豊田市閑羅瀬町東畑６７番地

TEL ０５６５－６８－２３２１
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